
 

グループ名 体育の授業を考える会 

研究テーマ 児童の運動の楽しさや学びを大切にした体育学習の在り方 

分   野 

 

授業力向上     

(対象校種) 小学校 

(対象教科) 体育 

研究のねらい 
体育ノートを活用した授業実践を通して児童の主体的な学び・対話的な学び・

深い学びを大切にした体育学習の在り方を探る。 

研究・活動の概要 

 体育学習におけるめあての在り方や課題解決について考察し，授業実践を通して児童の主体的

な学び・対話的な学び・深い学びを大切にした体育学習の在り方を探る。児童が学習する過程で

思考・判断したことや，記録の蓄積によって変容したことなど，体育ノートを活用して検証する。 

 

１ 運動の特性と発達段階に応じためあて（課題）の設定とその解決の活動内容を構造化する。 

 

２ 発達段階に応じた学習内容の系統表と評価規準を作成する。 

 

３ 作成した系統表，評価規準をもとに，単元の指導計画を検討する。 

※外部講師に系統表，評価規準，指導計画についての助言をいただく。 

 

４ 各学年において実践し，検証する。 

 

５ 実践・検証を基に見直しを図り，まとめる。 

・実践Ⅰ：小松島小学校 ５年生 

・実践Ⅱ：柳生小学校  ５年生 

・実践Ⅲ：長町南小学校 １年生 

 

成果と課題 

 体育ノートの実践を通して，三つの成果が得られた。 

一つ目は，持ち運びがしやすいなどの管理のしやすさである。 

二つ目は，体育の授業以外でも練習するようになったり，保護者にも体育の様子が伝わったり

するなど，運動の日常化につながったことである。 

三つ目は，児童自ら１年を通しての変容を振り返ったり，他の単元との比較ができたりするな

ど，学習の積み重ねができることである。 

 一方で，学年の縦のつながりやめあての枠組みについての課題が挙がった。 
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